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目的

現在、登校拒否はますます増加、 i菜¥tJJ化の傾向にあり、 大きな社会問題!こなっている。

文部省の学校基本調査の速報(1988) によれば、登校拒否児ば過去最高となり、特に中学

生でほ前年に比べ3000人以上も増加し、約32，700人にのぼることが明らかになった。私た

ちのグループ法、 1987:[手から登校拒否児:こ対する冒険キャンプの研究:こ取り組んでいるが、

本研究では 1988年に実縄したキャンプ療法に基ついて、 1 )登校状況、 2 )不安、 3 )自

己概念、の変化を評価し、登校拒否児の問題解決に資することを自的とする。

方 法

キャンプの符色 1)野外運動、精神医学、学校カウンセリングの大学教官およびその

大学続生が共同しでもま合的指導にあたる。 2)一般的なキャンプ活動，-加えて、 自然の中

での冒険やサパイハルに重点をおいたキャンプ・プログラムである。 3)健常児と登校拒

否児が一緒にキャンアをする統合キャンプである。 4)大学構内での予備キャンプ(1 ;'自

2日)、宮城県花山キャ Lプ場での本キャンア(8 ~自 9 日)、キャンプ後の報告会( 1日}

の地に、事前・事後の指導相談を含んだ長期的プログラムである。

被験者 1988年 8月 1O日--23日に実砲しだ幼少年キャシプ研究会主催の冒段キャン

アに参加した登校拒否中学生 6名(男子 3名、女子 3名)と高校生男子 1名の計 7名と、

同年代の建業児 18名(男子 13名、女子 5名)からなる。登校拒否児は新聞記事を読ん

で自主的に応募したもので、急性短期(1年以内)の登校拒否児である。

検査および手鏡き :l)盆校状況は母親に対する童問紙「童校状況報告」を作成し、キ

ャンア lヶ月前、 キャンブ 3ヶ月後、 1 0ヶ月後の 3回実砲した。 2) :車強者の不安を測

定するたのに、 「状意=待性不安目録 j (清水、今栄， 1977) を{吏い、状態不安について

は前記の 3回のほかに、 キャンプ直前、 ソロ活動前、 キャンプ直後の計 6回行なった。ま

た持 i主不支に関しては、 キャンア 1ヶ月前、キャンア直後、 キャンプ 3ヶ月後、 1 0ヶ月

後の 4回実砲した。 3j 自己概念は「自己成長性検査 j (提田， 1980) を用い、持性不安

と i司時~: 4囲測定した。

後計地理:不安と自己慌念の変化について、主校拒否群:こ対して:ま司ilcoxonMa tched-

pairs Signed-ranks Test、登校拒否群と謹常詳の比較:ま Mann-WhitneyU T色st、 さらに謹

常群について法 t-Testにより検定した。

結果と考察

1 )笠性状，兄:

4月 l名であった。

キャ~'プ終了後 9 Fiから学校復活した苦言 3名、

字校 f支局後、 再む不盆授を議 'J~ミしだ者もあり
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i::i河)の学校;支帰きは 5名 (71.4% )で、 2名 !i不主校状j翠にある。 この活采!ま 1987竿

の学技官帰$(了名中 5名)と一立している。

2 伏見E不安: ソロ活動前で設も高い状窓不安を、 i互にキャンプ 3 ヶ月後 1-最も fZい

{直を示し、 有意差!委向(2 =ー1.89，Pぐ.06)がみられたが、 その i也のよじ毅において:ま有意，歪

:まなかった。 まだ、 漣常群との比裁で:ま、 すべての場面で童校拒否群の状態不安か高かっ

たが有意に達するものではなかった。一方、漣常群だけについてみると、 キャンプ 1ヶ月

前に比べソロ活勤前に有意:こ状態不安が高かった it=3.23， df=17， P<.Oll。従って、童

校拒否群は、 キャンプ 1ヶ月前からキャンプ終了まで常:こ高い状態不安にあったことが推

測される。

3)符性不安: 登校拒否群の特性不安はキャンプ 3ヶ月後にほ低下し、 1 0ヶ月後に

は脊意差績向か認められた (2=-1.77，Pく.08)。捷常群と比較すると、すべての場面で登

校拒否児の持性不安が高し、。 しかし、キャンプ lヶ月前(リ=27.0，P<.05 )、キャンプ直

後(日=15.0，P<.Ol )、 3ヶ月後 (U=28.5，Pく.05 )においては登・校拒否群が有意に高か

ったが、 1 0ヶ月後にほ両群の聞には有意差はみられなかった。健常群については、キャ

ンア 3ヶ月後 (t=2.42，df=17， P.(05)、 1 0ヶ月後 (t=1.82，df=17， P<.09)に各々有

意および有意差傾向の将位不安の低下が認められた。

登校拒否児の一般的性措符性として、神経費で不安傾向が高いといわれているが、キャ・

シプ経験 lま、登校拒否児の不安煩向を誠少させる効果があることを示唆している。

4) 自己概念: 登校拒否群の自己概念法、キャシア 10 ヶ月後に向上し、キャンプ直

後との比較において有意差傾向か認められた(2=-1.86，P<.07)。さらに 4つの因子別に

検定した結果、 自信と自己受容の因子に有意差傾向がみられた (2=-1.89，P<.06)。 撞 常

鮮との比較でほ、キャンプ 1ヶ月前 (U=26.0，P<.05 )、キャンプ直後 (U=20.5，P<.Ol ) 

、3ヶ月後<.U = 2 2 . 5， P<. 05 )と登校拒否群の自己概念が有意に活かったが、 1 0ヶ月後

になると有意な差はみられなかった。鑓業群の自己概念l式、キャンプ 10ヶ月後に脊意:=

向上した (t=2.16，df=17， P<.05)。因子別で:ま、他者のまなざしの意識に有意な向上が

認のられた (t=3.36，df=17， P<.Ol) 0 

以ょの結果から、 冒倹プログラムを中心にした一連のキャシプ療法法、登校拒否群;二強

いストレス{本設を与え、 それを克寂することによって、 注洛持性としての不安 l愛向を改善

するとともに、 ヨi孟と自己受容を高のることにより自己規;3の向上が計られたと考えられ

る。自己概念の向よ:ま、 日常主 t毒における態度や行動に転移するとされるが、登校拒否児

にとっては再呈校とし、う行動になって現れたものと撞奈される。

結 論

握手言児との言段キャシフーは強:ま、登校拒否児の不安を認消し、 自己概念を高のるという

人揺変容の点で効果が認のられ、登校状況の改善之寄与することが示唆された。今後、登

校拒否冗の被験者款を増すことによってキャンプ療法の効果について追求する必要ヵ、三うる。

※本研究:主、薬 3回(昭和 62伝授)マヅタ財団の研究助成を得て行われた。
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